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村
で
は
、
公
共
下
水
道
の
終
末
処
理
場
を
建
設
す
る
た
め
、
六
月
二
十

八
日
、
目
本
下
水
道
事
業
団
と
の
間
で
「
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
根

幹
的
施
設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結
し
、
終
末
処

理
場
「
中
里
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
工
事
を
委
託
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
来
月
に
は
工
事
が
着
工
さ
れ
、
計
画
通
り
に
進
あ
と
平
成
八
年
三

月
に
は
通
水
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
今
回
建
設
す
る
の
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で
行
わ
れ
る

第
一
期
工
事
（
田
沢
・
如
釆
寺
の
一
部
、
桂
・
上
山
・
田
中
・
小
原
・
干

溝
の
全
部
、
荒
屋
・
山
崎
の
一
部
）
の
完
成
に
伴
う
下
水
を
処
理
す
る
施

設
で
、
処
理
能
力
は
最
大
1
、
0
7
0
、
m
／
日
、
流
入
水
質
B
O
D
は
1

8
0
㎎
／
2
と
な
っ
て
お
り
、
四
年
間
で
二
十
四
億
円
の
予
算
を
投
入
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

新
し
い

処
理
方
式
を
採
用

　
処
理
場
の
建
設
場
所
は
、
宮
中
橋

の
小
原
側
た
も
と
で
、
用
地
面
積
は

約
百
二
十
三
ア
ー
ル
。
今
回
建
設
す

る
処
理
施
設
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

全
国
で
も
山
口
県
に
次
い
で
二
番
目

と
い
う
最
新
型
処
理
装
置
の
導
入
で

す
。
こ
れ
は
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ

イ
ッ
チ
と
い
う
ロ
ー
ト
フ
ロ
ー
シ
ス
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処理水

返
送
汚
泥

テ
ム
で
、
従
来
の
機
械
式
曝
気
装
置

（
汚
水
の
中
に
酸
素
を
送
り
込
む
装

置
）
に
か
わ
り
、
散
気
装
置
と
水
中

プ
ロ
ペ
ラ
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
曝
気
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
の

特
徴
は
①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
図
れ

秀τ
汚泥処理設備

る
（
電
気
代
が
普
通
の
装
置
の
三
分

の
二
く
ら
い
で
済
む
）
②
装
置
の
運

転
管
理
が
容
易
③
水
深
が
大
き
く
と

れ
、
負
荷
変
動
に
強
い
④
し
ぶ
き
、

水
切
り
音
が
発
生
し
な
い
、
な
ど
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
に
は
計
画
区
域
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
戸
が
水
洗
化

　
第
一
期
工
事
は
、
約
四
十
一
億
円

（
う
ち
補
助
額
三
十
九
億
円
）
の
予
算

を
投
じ
て
全
体
計
画
の
三
分
の
一

（
受
益
者
数
は
二
千
二
百
二
十
人
）
を

完
成
さ
せ
ま
す
。
こ
の
後
、
第
二
期
、

第
三
期
工
事
を
行
い
、
平
成
二
十
二

年
ま
で
に
は
計
画
区
域
内
の
全
戸
（
受

益
者
数
は
五
千
五
百
六
十
人
）
に
公

共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
一
期
工
事
か
ら
三
期
工

事
ま
で
の
総
事
業
費
は
、
現
在
の
段

階
で
七
十
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

処理場の建設予定地

2



炉尊洩
盈訴

下水道マンホールのふたには、清津峡と

村の花「スカシユリ」のデザインが

受
益
者
負
担
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
伴
い
、
皆

さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
お
金
が
あ
り
ま
す
。

計
画
で
は
、
こ
の
負
担
金
は
総
事
業

費
の
五
～
六
％
く
ら
い
に
な
る
も
の

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

村
長
の
諮
間
機
関
と
し
て
下
水
道
審

議
会
を
設
置
し
て
、
受
益
者
負
担
額

や
使
用
料
、
融
資
制
度
な
ど
を
決
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
は
各
戸
の
部
分

的
改
築
も
伴
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

世
帯
に
お
い
て
相
当
額
の
資
金
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
．

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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台
風
の
通
過
に
伴
う
フ
エ
ー
ン
現
象
で
気
温
が
三
十
五
度
と
￥
こ
の
夏
最
高
を
記
録
し
た
先

月
二
十
五
日
．
第
十
七
回
村
民
体
育
大
会
が
中
里
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
￥
応
援
団
の
盛
ん
な
声
援
も
あ
っ
て
開
始
そ
う
そ
う
か
ら
白
熱
し
、
各
集
落
か
ら
選

ぱ
れ
た
選
手
た
ち
は
顔
を
ま
っ
黒
に
日
焼
け
さ
せ
な
が
ら
大
ハ
ッ
ス
ル
ー
特
に
、
日
頃
運
動
不

足
気
味
な
お
父
さ
ん
た
ち
も
こ
の
日
ば
か
り
は
仕
事
の
こ
と
も
す
っ
か
り
忘
れ
￥
競
技
に
没
頭

し
て
い
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
得
点
順
位
は
￥
競
り
ム
ロ
い
が
続
い
た
た
め
に
最
終
競
技
の
村
民
大
リ
レ
ー
ま
で

決
ま
ら
ず
￥
結
局
．
第
三
チ
ー
ム
が
第
一
チ
ー
ム
を
僅
差
で
交
わ
し
て
￥
見
事
、
優
勝
旗
を
手

に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
￥
大
会
を
盛
り
上
げ
た
応
援
ム
ロ
戦
に
は
．
数
週
間
も
前
か
ら
練
習
し
た
と
い
う
趣
向
を

凝
ら
し
た
応
援
が
登
場
。
各
チ
ー
ム
と
も
色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
ま
と
い
、
手
に
は
ボ
ン
ボ
ン

や
シ
ャ
モ
ジ
を
持
っ
た
“
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
”
を
前
面
に
押
し
立
て
て
、
華
や
か
さ
を
競
う
よ
う

に
応
援
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
￥
審
査
員
が
「
困
っ
た
」
と
言
う
ほ
ど
甲
乙
つ

け
が
た
か
っ
た
最
優
秀
応
援
賞
に
は
、
第
五
チ
ー
ム
が
選
ぱ
れ
ま
し
た
。
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開通した登山道

撤

清
津
峡
登
山
道
が
開
通

　
昭
和
六
十
三
年
に
発
生
し
た
落
石

事
故
以
来
、
渓
谷
へ
の
立
ち
入
り
が

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
清
津
峡

で
先
月
三
十
日
、
新
し
い
登
山
道
が

開
通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
登
山
道
は
、
入
り
口
が
苗
場

館
の
後
ろ
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
五
㎞

ほ
ど
尾
根
伝
い
に
進
ん
だ
後
、
足
尾

沢
で
旧
登
山
道
に
接
続
す
る
も
の
で

す
。
旧
道
と
比
べ
る
と
所
要
時
間
が

約
二
時
間
多
く
な
り
、
お
よ
そ
九
時

間
で
湯
沢
町
八
木
沢
へ
縦
走
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
登
山
道
を
利
用
す
る
方
は

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
縦
走
は
午
前
八
時
ま
で
に
入
り
口

　
を
ス
タ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
山
カ
ー
ド
を
必
ず
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
登
山
力
ー
ド
は
、
清
津

　
峡
温
泉
各
旅
館
と
登
山
道
入
り
口

　
の
ポ
ス
ト
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
カ
ー
ド
は
二
部
複
写
に
な
っ
て
お

　
り
、
一
枚
目
の
登
山
力
ー
ド
を
入

　
り
口
の
ポ
ス
ト
に
、
二
枚
目
の
下

　
山
力
ー
ド
を
八
木
沢
の
ポ
ス
ト
に

　
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
登
山
に
適
し
た
装
備
で
入
山
し
て

く
だ
さ
い
。

灘
村
初
　
　
、
．
一
が
ー
　
、

　
年
中
無
休
で
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で

開
い
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
ー
が
先
月
十
七
日
、
荒
屋
の
国
道

一
一
七
号
線
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
今
や
、
ど
ん
な
田
舎
に
も
あ
る
の

が
当
り
前
と
な
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
で
す

が
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
に
は
な

ぜ
か
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
店
が
一
店

も
な
く
、
夜
型
の
生
活
者
が
多
い
若

者
層
に
と
っ
て
は
、
住
み
に
く
い
と

感
じ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
十
日
町
市
内
で
は
突

如
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
の
出
店
ラ
ッ
シ

ュ
と
な
り
、
今
月
末
ま
で
に
五
店
舗

が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
既
に
オ
ー
プ
ン
し
た
店
で
は
、

深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
お
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
「
ど
う
し
て
今

ま
で
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
声
さ

え
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
村
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
コ
ン
ビ
ニ

は
、
朝
七
時
か
ら
夜
十
一
時
ま
で
営

業
し
て
お
り
、
ま
た
、
簡
単
な
食
事

も
で
き
る
た
め
、
勉
強
に
疲
れ
た
高

校
生
や
夜
の
遅
い
若
者
た
ち
の
、
ち

よ
つ
と
し
た
「
オ
ア
シ
ス
」
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　
人
々
の
商
品
二
ー
ズ
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
現
在
、
弁
当
類
を
は
じ

め
日
用
雑
貨
、
雑
誌
類
と
、
大
方
の

日
常
生
活
用
品
が
そ
ろ
っ
て
し
ま
う

コ
ン
ビ
ニ
の
村
内
出
店
は
、
住
民
に

大
き
な
イ
ン
。
ハ
ク
ト
を
与
え
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

騒

譲
夜遅くても買い物できるコンビニ
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潜
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．
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．
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　　　　　監督の指示に従い、ボールを打つ選手

優
勝
カ
ツ
プ
は
無
事
学
院
に

村
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
熱
戦

　
第
十
二
回
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
先
月
二

十
七
日
、
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
十
六
チ
ー
ム
、
お
よ
そ

百
人
が
参
加
し
て
、
炎
天
下
、
大
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
一
試
合
は
三
十
分
で
す
が
、
時
問

の
経
過
と
と
も
に
ゲ
ー
ム
は
白
熱
化

し
、
監
督
の
指
示
に
も
次
第
に
熱
が

こ
も
っ
て
き
ま
す
。
時
に
は
声
を
荒

げ
て
ゲ
キ
を
飛
ば
す
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
出
さ
れ
た

指
示
ど
お
り
に
ボ
ー
ル
を
打
つ
も
の

の
、
ボ
ー
ル
の
方
は
な
か
な
か
思
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

た
よ
う
に
転
が
っ
て
く
れ
な
い
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
し
た
。

　
昼
食
休
み
も
そ
こ
そ
こ
に
試
合
は

続
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
選
手
も

日
頃
培
っ
た
体
力
に
物
を
言
わ
せ
て

暑
さ
も
何
の
そ
の
。
終
始
ハ
ッ
ラ
ッ

と
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。　
結
果
は
、
無
事
学
院
が
咋
年
の
覇

者
共
和
A
を
下
し
、
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

・
懲
騰
．
．

熟
灘
轍
瀞
灘

　
　
　
、
》
擁
灘
鐸

優勝した無事学院チーム

本
番
目
指
し
て
練
習
に
熱

　
カ
ラ
ス
踊
り
を
は
じ
め
、
「
ホ
ー
カ

イ
節
」
や
「
の
ら
三
階
」
な
ど
、
村

に
伝
わ
る
踊
り
を
継
承
し
て
盆
踊
り

の
輪
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
昨
年
に

引
き
続
い
て
踊
り
の
講
習
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
公
民
館
と
芸
能
協
会
が
主

催
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
七
月
二
十

お
ど
り
の
講
習
会
開
か
れ
る

．
一
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
三
回
に
わ

た
っ
て
U
モ
ー
ル
で
開
か
れ
、
小
学

生
か
ら
年
輩
者
ま
で
お
よ
そ
三
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
音
頭
取
り
を
中
心
に
三
重
、
四
重

の
踊
り
の
輪
が
で
き
る
と
、
広
い
ホ

ー
ル
は
踊
り
手
で
い
っ
ば
い
に
な
り
、

踊
る
ほ
ど
に
音
頭
取
り
と
踊
り
手
の

息
が
合
っ
て
、
会
場
は
次
第
に
熱
気

を
帯
び
て
い
き
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
、
各
集
落
で
も
踊
り

の
輪
を
復
活
し
て
も
ら
お
う
と
、
カ

ラ
ス
踊
り
、
ホ
ー
カ
イ
節
、
の
ら
三

階
、
中
里
音
頭
の
四
曲
を
収
め
た
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
希
望
す
る
集
落
に

配
布
し
、
昔
か
ら
踊
ら
れ
て
き
た
伝

統
の
踊
り
を
続
け
て
も
ら
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
・

　
今
月
十
四
、
十
五
日
の
夜
は
、
U

モ
ー
ル
駐
車
場
で
ユ
ウ
・
Y
O
U
盆

踊
り
を
行
い
ま
サ
。
帰
省
さ
れ
た
皆

さ
ん
共
々
、
踊
り
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　　　函
　　無事学院
匿亙］　1

上
山
B

寿
　
B

永
楽
B
無
事

寿
　
A
長
生

通
り
山

共
和
A
・盆踊りには練習の成果が発揮されます

平成5年8月10日広報なかさと7
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勢
．
漏

灘灘
欄
㌧

灘

灘

雛
霧
叢
万

鶴

　私の大好きな動物をたくさん作

って張りました。車がよく走るよ

うに￥タイヤを作るところがむず

かしかったです。たくさんの動物

が￥楽しそうに列車に乗っている

感じがでたと思います。

嚢雄鷺子臨諾蒼俣）⑳

　賀匡くんはまだ歩き始めたばか

り。危っかしい歩き万ながらも、

家の中をあっちへ￥こっちへ。・

　電話をかけるのが大好きで￥家

の人のをマネて￥ブッシュホンの

ボタンを「ピ・ポ・パ」。もちろん

電話はつながらないけど￥まだし

ゃべれない賀匡くんは受話器に向

かって「ウッ、ウッ」と会話。

　宝物は番茶が入ったボトル。寝

るときもこのボトルを枕元に置き．

飲みたいときに飲んでいます。

ノ
為、

鍼
難
醗
警

郡

玉
道

一
七
号
期
成
同
盟
会
総
会
開
か
れ
る

直
轄
指
定
区
間
編
入
を
陳
情

　
一
般
国
道
一
一
七
号
改
良
促
進
期

成
同
盟
会
総
会
が
先
月
二
十
七
日
、

十
日
町
市
の
丸
栄
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
総
会
に
は
関
係
衆
参
両
院
議
員

璽難籔璽頭遷難麺聾魍戚向璽著

1灘、嚢．　

嚢
…
醐
．
響
襲灘魍

　　　総会であいさつする丸山会長

（
秘
書
）
を
は
じ
め
、
新
潟
・
長
野

両
県
に
所
在
す
る
建
設
省
国
道
工
事

事
務
所
長
、
両
県
の
関
係
県
議
・
土

木
部
課
長
・
担
当
課
長
ら
六
十
四
人

が
出
席
し
、
初
め
に
丸
山
尚
政
会
長

（
十
日
町
市
長
）
が
「
一
一
七
号
の

改
良
整
備
が
進
み
、
沿
線
市
町
村
は

大
き
く
発
展
し
て
お
り
、
感
謝
に
堪

え
な
い
。
野
沢
温
泉
村
で
開
催
さ
れ

る
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
や
長
野
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
、
こ
の
線
が

重
要
な
路
線
と
な
る
。
今
後
と
も
関

係
者
に
、
こ
の
国
道
改
良
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
川
西
寛
建
設
省
長
岡
国
道
工
事

事
務
所
長
が
「
第
十
一
次
道
路
整
備

五
ヶ
年
計
画
で
、
平
成
五
年
度
か
ら

九
年
度
ま
で
に
七
十
六
兆
円
の
予
算

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

①
生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路

整
備
②
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
道
路
整
備
③
良
好
な
環
境
創
造

の
た
め
の
道
路
整
備
の
三
つ
を
柱
に
、

維
持
管
理
の
充
実
を
は
か
り
な
が
ら
、

道
路
の
計
画
整
備
を
進
め
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長

野
県
の
森
司
朗
県
議
は
「
長
野
県
で

は
、
一
一
七
号
線
を
重
点
路
線
と
し

て
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

近
々
、
新
潟
県
側
の
改
良
に
追
い
つ

く
と
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。

　
こ
の
あ
と
議
事
に
移
り
、
事
業
計

画
や
予
算
を
議
決
。
最
後
に
、
出
席

し
た
国
会
議
員
、
国
県
の
所
長
や
課

長
ら
に
、
丸
山
会
長
が
陳
情
を
行
い

ま
し
た
。

　
陳
情
は
、
総
論
と
し
て
国
道
一
一

七
号
の
直
轄
指
定
区
間
編
入
を
う
た

い
、
ま
た
、
各
論
で
は
、
中
里
村
部

分
と
し
て
清
津
大
橋
の
早
期
完
工
と
、

七
川
橋
か
ら
三
五
三
号
交
差
点
ま
で

の
改
良
の
早
期
完
成
を
要
望
し
、
今

年
の
総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

早期完成が望まれる清津大橋



村指定天然記念物のカワラナデシコは￥ナデシコ科の多年性草

木で、秋の七草のひとつです。久米島ではハマナデシコと呼ぱれ．

5～6月頃に白色の（又は淡紅色）の花を咲かせます。分布上珍

しい植物で山地の乾燥した原野や海岸砂丘の内陸側に生え￥本州

～久米島・渡名喜島に生育し￥朝鮮・台湾・中国などに分布して

います。以前は東シナ溜に面したイーフビーチの浜辺一帯に群生

していたようです。

最近ではリゾートホテル建設や農耕地開発などにより、カワラ

ナデシコの群生地がだんだん狭められ、絶滅の危機に瀕していま

したが￥この程、保護育成へ地域の人々が動き出し￥増殖された

苗の植え付けが行われました。

・昔のように￥可憐な花のカワラナデシコが浜辺一面に咲き誇る

のは近いでしょう。

　
　
　
　
山
田
正
平
さ
ん
に
感

　
十
九
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、

行
政
相
談
委
員
を
勤
め
て
こ
ら
れ
た
　
　
　
感
闇
状
を

上
山
の
山
田
正
平
さ
ん
は
、
こ
の
た
　
難
灘
薦
窯

と
に
な
り
、
総
務
庁
長
官
か
ら
感
謝
　
　
騰
馨
霧
　
礪
麟
．
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
』
ん
　
’
撚

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
…
　
灘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
…

て
、
み
な
さ
ん
か
ら
、
国
の
仕
事
、

行
政
と
住
民
の
重
要
な
。
ハ
イ
プ
役
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
先
、
月
十
三
日
、
村
長
室

か
ら
山
田
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

犬

　　　　　　　　　罫寧編
礪董藍購葦瓶一一一
．灘難 ＿　　　、寒、　撒霧
　　1つ1つの表現を熱心に学ぶ参加者

　
中
里
手
話
サ
ー
ク
ル
（
樋
ロ
ヒ
サ

代
表
）
で
は
先
月
十
二
日
か
ら
五
回

に
わ
た
り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

手
話
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
手
話
は
ろ
う
者
の
言
葉
と
も
な
る

も
の
で
、
手
の
形
、
位
置
、
そ
し
て

動
き
の
三
種
類
の
複
合
的
な
要
素
で

表
わ
さ
れ
、
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
要

素
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ら
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
手
話
の
語
句
・

表
現
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
。
ハ
ン
ト
マ
イ
ム
の

よ
う
に
事
物
や
行
為
を
描
写
す
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
私
た
ち
が
日
常

会
話
で
使
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
あ
る

程
度
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
過
ぎ
ず
、
顔
の

表
情
と
手
の
動
作
だ
け
で
表
現
を
覚

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
村
内
に
は
手
話
が
で
き
る

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た
め
、
ろ
う

者
は
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
簡
単
な
あ
い

さ
つ
程
度
の
手
話
を
覚
え
、
ろ
う
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ろ
う
者
が

多
く
の
人
と
積
極
的
に
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
今
回
の
講

習
会
の
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
講
習
会
で
は
、
一
つ
の
表
現
を
繰

り
返
し
練
習
し
た
結
果
、
最
終
回
ま

で
に
出
席
し
た
二
十
五
人
全
員
が
、

日
常
よ
く
使
う
言
葉
を
手
話
で
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

麗

手
話
を
学
ん
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

9 広報なかさと　　　平成5年8月／0E］



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

尭童／廣璽李二女｝小原

彰剰島雌章長女｝倉俣

簑美／池田彙長女｝如来寺

まり｛山田講き三女｝宮中

季剰上畷喫二女｝上山

潔劉太較美季二男｝芋沢

美矧吉覇警女｝干溝
覧揖志峨護二男｝荒屋

麓町廣嘱墾男｝高道山

羊劉阿部美撫長女／重地

｛井ノ川真則　如来寺
今田智美　神奈川県
｛樋口元一　白羽毛
樋口八重子　通り山

富井建次（75）芋沢
井ノ川　キ　ヌ　（70）如来寺

上原キクノ（80）上山
竹藤ヨシノ（87）芋川
小林政市（70）東田沢
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

り
》
鱗
鷺
欝
揚

　
　
　
　
　
蝶
穣
盤
蓼
集

　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
ワ
ー
プ
ロ
科
の
9
月
コ
ー
ス

及
び
1
0
月
コ
ー
ス
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員
　
そ
れ
ぞ
れ
1
0
名

授
業
時
間
　
週
3
回
、
1
9
時
か
ら

　
　
　
　
　
21
時

授
業
内
容
　
全
く
初
め
て
の
方
を

対
象
に
、
最
初
の
6
日
間
は
基
礎

ー
コ
ー
ス
と
し
て
基
本
操
作
を
主

体
と
し
て
、
機
器
の
構
成
か
ら
文

書
作
成
ま
で
を
学
び
、
最
後
の
2

日
間
は
基
礎
H
コ
ー
ス
と
し
て
、

編
集
か
ら
応
用
ま
で
を
学
習
し
ま

す
．問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
高
等
職

業
訓
練
校
（
十
日
町
市
大
字
新
座

甲
2
8
1
番
地
1
）
盈
52
－
3
8

0
3
番
　
宮
沢
さ
ん
へ

収
穫
・
秋
耕
翻
軽
油

　
　
φ
免
税
証
懸
獲
付

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
収
穫
・
秋

耕
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

交
付
日
　
8
月
2
3
日
㈲
か
ら

　
　
　
　
8
月
2
4
日
㈹
ま
で

場
所
十
日
町
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
第
一
会
議
室

時
間
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

　
　
　
　
時

必
要
事
頂

　
　
　
ω
免
税
証
交
付
申
請
書

　
　
　
の
免
税
軽
油
使
用
者
証

　
　
　
③
耕
作
面
積
証
明
書
（
農

　
　
　
　
業
委
員
会
で
証
明
を
受

　
　
　
　
け
て
く
だ
さ
い
）

　
　
　
㈲
印
鑑
（
共
同
使
用
の
場

　
　
　
　
合
は
全
員
の
印
鑑
）

　
　
　
⑤
機
械
の
変
更
が
あ
る
場

　
　
　
　
合
は
販
売
証
明
書
と
力

　
　
　
　
夕
ロ
グ

そ
の
他
ω
道
路
運
送
法
第
四
条
の

　
　
　
　
規
定
に
よ
る
登
録
を
受

　
　
　
　
け
て
い
る
機
械
は
、
対

　
　
　
　
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
の
大
口
生
産
組
合
の
方

　
　
　
　
は
、
即
日
交
付
が
で
き

　
　
　
　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
十
日
町
財
務
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
暦
57
－
5
5
1
2
番

息
ら
薫
繕
《

　
　
　
　
鶉
呼
吸
教
室
」

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
息
切
れ

や
た
ん
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に

呼
吸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
9
月
1
4
日
㈹
、
9
月
2
2

　
　
　
　
日
㈱
、
9
月
2
9
日
㈱
の

　　　13件

　　　O人
　　　17人

　　261目
（7月末累計）

●交通事故件数

●死者
●傷者
●死亡事故ゼロ

　
　
　
　
3
回
コ
ー
ス
で
す
。

時
間
午
後
1
時
か
ら
3
時
30

　
　
　
　
分
（
9
月
2
9
日
の
み
午

　
　
　
　
前
1
0
時
か
ら
3
時
ま
で
）

場
　
所
　
十
日
町
保
健
所
講
堂

対
象
者
　
肺
気
腫
、
気
管
支
拡
張

　
　
　
　
症
、
気
管
支
炎
な
ど
で

　
　
　
　
お
困
り
の
方
で
、
，
主
治

　
　
　
　
医
の
許
可
の
あ
る
方

内
容
　
・
医
師
の
話

　
　
　
　
・
楽
し
く
や
れ
る
呼
吸

　
　
　
　
　
法
や
運
動
の
実
際

　
　
　
　
・
栄
養
指
導
、
生
活
指

　
　
　
　
　
導
な
ど

看
護
職
翼
驚
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
十
日
町
病
院
等

の
県
立
病
院
で
看
護
業
務
に
従
事

す
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
助
産
婦
（
上
級
）
】

昭
和
3
3
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

◎妊婦健診・母親学級

　8月20日働　上村病院

　妊婦健診（受付）13：00～13：30

　母親学級（内容）妊娠中の栄養

れ
た
者
で
、
助
産
婦
の
免
許
取
得

者
又
は
平
成
6
年
に
免
許
取
得
見

込
み
の
者

【
看
護
婦
（
士
）
（
中
級
）
】

昭
和
3
3
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
看
護
婦
（
士
）
の
免

許
取
得
者
又
は
免
許
取
得
見
込
み

の
者
受
験
申
込
書
受
付

9
月
2
日
㈲
ま
で

第
一
次
考
査

9
月
2
6
日
㈲

問
い
合
わ
せ

県
庁
内
・
新
潟
県
病
院
局

盈
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

内
線
3
6
6
4
番
・
3
6
6
5
番

覧

10



の

む〆

総．
4
醒

講
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　獲　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　貌
　　　　　　　　　　　　　　　　　纒

　　　　　　　　　　　　　　　　肇　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　醗
　　　　　　　　　　　　　鱗　　　　　　　　　　　　撰　　　　　　　　　　　磁　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　鵡

　　　　　　　　　霧

　　　　　　灘　　　　　　欝　襲
　懸懸擁

灘、
瞭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開　”簿撃欝

盤濡　　　　　・鮎　嬢羅’…懇　　1平成5年

圏薩馨－顯讐i，，一饗

・離　　　馳

輪　磯
醐　　　留輝

鍵・評磯噺

瀞専

騒灘
』『『

幻

灘灘
’
佐

蜂　雛
　〃輔欝

騨懸謙教窒
（対懸纒灘馨盤三轟学牽・中学生〉

欝
　
　
繊

　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　

灘
　
、
、

　
　
霧

灘難
　
、
．

睡（対象搬〉　轟欝躍麗1矯
1めよ　　　　　十臼鰯驚総禽体薄飽内

暁争1　　駿鑛行
　　　　　　　　　t総擁．02籔7－57一嚢49窃㈱肇

一・騎打ち1　ね凡鵬7略2聯4舗

繋懸

㈱rr酬

翫　
卵
　
軸

　
幅
鞭

．
髄

鰍

．
嚇

　
裟
騨

雛
　
　
　
』
麗

獅
　
　
　
灘
、

　
罐
　
怖

　
廻
　
鰍

獅
欝

　
世
界
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・
王
貞
治
、
技
巧
派
・
東
尾
修
、

ま
さ
か
り
投
法
・
村
田
兆
治
と
い
っ
た
プ
ロ
野
球
往
年
の
大

ス
タ
ー
1
2
名
が
、
今
月
2
9
日
日
、
十
日
町
市
笹
山
球
場
に
集

い
ま
す
。
当
日
は
、
野
球
教
室
や
地
元
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
．

合
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
一
般
参
加
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
サ
イ
ン
入
り
色
紙
・
ボ
ー
ル
な
ど
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
こ
参

加
く
だ
さ
い
。

　　鱒　　縢灘（タ

難　　　　灘灘蓬射とめ、

　　　、．鱗マ竸

　　雛繊勤投手と一
、織象灘灘姓以上〉

繕婚試禽、
懸響＄

選抜チーム

猛購螂　　舗
、

麟
　
鱗

－
鱗

騰謙、欝

イ
ベ
ン
ト
の
概
要

〈
開
会
式
〉

▼
笹
山
野
球
場

　
1
0
時
～
1
0
時
30
分

〈
野
球
教
室
〉

レ
笹
山
野
球
場

　
1
0
時
3
0
分
～
1
2
時
3
0
分

　
日
本
プ
ロ
野
球
名
球
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
に
小
・

　　　　開催趣旨

この事業は、青少年の

成と長寿社会に対応し

まちづくりに貢献する

的として、日本プロ野

のメンバーによる野球

善試合等を全国各地で

せてこれらの事業を通

じの普及広報を行うも

1讐謙　幽，．鴛
5ことを目　藝　絹都
予球名球会　　　　王貞治
轍室、親　　　　広瀬叔功
／　　　　　　　東尾　修．
⊃行い・併　　江藤慎一
壷じて宝く　張本　勲．、

　　　　　　　　谷沢健一
　　　　　　　藤田　平
　　　　　　村田兆治

　　　新潟県．十鶏嚇
　　1舞繭町、灘爾鱒、中劉讐
　松代鱒、松之山驚
財鐡法人禽治総禽センター
田本プq野球名球会．

中
学
生
を
対
象
に
実
技
指
導
を
行

う
。〈
講
　
　
演
〉

▼
陸
上
競
技
場
　
n
時
～
1
2
時

講
師
王
貞
治
氏
（
予
定
）

演
題
「
私
の
野
球
人
生
」

〈
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〉

▼
笹
山
野
球
場

①
的
あ
て
競
争
　
1
3
時
～

②
2
0
0
勝
投
手
と
『
騎
打
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
時
1
5
分
～

③
親
善
試
合
（
5
回
戦
）

　
1
3
時
3
0
分
～
　
名
球
会
と
絹
都

選
抜
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合

④
お
楽
し
み
抽
選
会
（
n
時
ま
で

の
入
場
者
）
　
入
場
整
理
券
に
よ

り
抽
選
…
サ
イ
ン
入
り
色
紙
・
ボ

ー
ル
・
グ
ロ
ー
ブ
・
バ
ッ
ト
が
当

た
り
ま
す
。

⑤
そ
の
他

　
会
場
周
辺
で
は
、
雪
遊
び
コ
ー

ナ
ー
、
ふ
る
さ
と
物
産
コ
ー
ナ
ー
、

『
輪
車
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し

い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
あ
り

ま
す
。

講一鑛毒纏・縄の

楽膨騨蝋轟あ麟

　　霧麗瀬蟹

　参鋤脳蝶灘粗

平成5年8月10日広報なかさと11



桑原智子さん
集落倉俣

青春してます
　8月10日～8月26日

カレンタ“一
昭和48年7月12日生まれ』20歳

10㈹

11㈱ 停電（土倉・倉下）09：30～11：30

12休）

13轡
心配ごと相談（藤田義一）　合老人福祉セン
タ．一　　ぐD13：30～16：00

14仕） ユウ・Y　O　U盆踊り　倉Uモール駐車場
（D20：00～22：00

15（日）

成人式　て』｝Uモール　（D10：00～

ユウ・Y　O　U盆踊り　倉Uモール駐車場
（1）20：00～22：00

村民野球大会　e村民グラウンド
（D8：30～

清田山自然運動公園まつり　含清田山自然
運動公園　（D10：00～14：30

16㈲

17㈹

18ωO

19休） みのり学園　合総合センター
（Dg：40～15：00

20働

妊婦健診・母親学級　含上村病院
（D13二〇〇～13：30（受付）

心配ごと相談（山田虎一）　倉老人福祉セン

ター　（D13：30～16：00

21（土）

22（日）

23（月）

24㈹

25㈱

26休）

難、　麗

※変更する場合があります。御用の際は確認を

　　　　　　　おねがいします。．
灘一雛難雛羅　齢

星座蟹座
血液型A型
身長163cm
　智子さんは、十日町病院で医療

事務のコンピュータオペレータを

しています。高校時代は新体操の

選手として活躍し、十日町高校を

、県大会3位に導く原動力となりま

した。その成果を生かしたのが今

年の村民体育大会。第5チームの
“チアリーダー”として自ら創作

したダンスで応援合戦に臨み、見

事、最優秀応援賞を受賞しました。

ちなみに理想の男性は「一緒にス

ポーツができて頼れる人」。

⑳中条病院響認1

㊥池田医院禅講1

　
　
　
　
　
　
　
薩
懸
集

▼
梅
雨
が
明
け
た
ら
夏
本
番
と
い

う
の
が
通
常
の
気
候
で
す
が
、
今

年
の
涼
し
さ
は
、
い
っ
た
い
ど
う

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
野
菜
は
育

ち
が
悪
く
、
稲
の
成
育
も
芳
し
く

な
い
と
の
こ
と
。
や
っ
ぱ
り
夏
は

暑
く
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。

▼
暑
い
と
言
え
ば
お
盆
の
1
5
日
に

行
わ
れ
る
清
田
山
自
然
運
動
公
園

ま
つ
り
。
ギ
ン
ギ
ン
の
太
陽
の
下
、

大
事
に
大
事
に
と
っ
て
お
い
た
雪

で
作
っ
た
ス
ベ
リ
台
や
雪
上
綱
引

き
大
会
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み
取
り

な
ど
、
暑
い
夏
を
楽
し
む
に
は
も

っ
て
こ
い
の
祭
り
で
す
。

▼
お
盆
は
道
路
が
大
渋
滞
。
遠
く

へ
出
掛
け
る
よ
り
、
近
く
の
清
田

山
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と　　　　亀

桑 轍 鹸
メタゾ；メ．

スギ

｝
ノ

＼
、

＼
＼

／’β

ユリ

　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1￥創意をこらし活力ある村をつくります。

パイテク交番

　文字通り￥テレビ電話やパソ

コンなどパイテク機器を駆使し

て￥警察官の業務を支援する機

能をもつ交番のこと。

　全国に約22万人いる警察官。

そのうちの約4割、およそ9万

人が￥’おまわりさん、、として交

番や駐在所￥パトカーなどで勤

務しています。こういったおま

わりさんへの要望として、地域

住民が第一に挙げるのがパトロ

ールの強化です。住民の声にこ

たえたい￥しかし、パトロール

を強化すると交番の不在時が増

えてしまう……そんなジレンマ

を解消するためにハイテク交番

は導入されました。警察官がパ

トロールなどで交番にいないと

きでも、警察とつながっている

テレビ電話を使い．周辺の道案

内などを直接、警察官から受け

たりすることができます。

　現在￥このハイテク交番があ

るのは、大分、大阪．香川など

7府県、14か所。例えぱ．香川

県の高松北警察署田町交番で

は、テレビ電話を内蔵したハイ

テク装置「青鬼くん」が警察官

　　不在時の留守番役を務

一一ベユロ
　　め、来訪者の応対に励ん

　　でいます。
葉／

　一のルーツ

7月末現在
（）は前月比

●人口男3，332人（＋2）女3，355人（＋8）計6，687人（＋10）●世帯数1，642（＋1）　　，一　　＼　　△
12


